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Franklin Audio MP-10をご購入頂きありがとうございます。

MP-10は極めて使いやすく、それでいて想像しうる全てのマイクとペダルの組み合わせを可能にする柔軟

さを備えたデバイスとして設計されました。

このデバイスがあなたの愛する機材の新たな使い道を切り開き、音楽に新たな色や奥行き、そして驚きを

加えることを心から願っています。

Nick Franklin, founder
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Features 1 Mic In バランスXLR入力（マイクと接続）

2 Mic Thru バランスXLRマイクレベル出力 - 入力されたマイクシグナルと全く同じ信号が
出力されます（他のマイクプリアンプと接続）

3 Output ¼”アンバランス・インストゥルメントレベル出力（エフェクト機材と接続）

4 DC Power 9Vセンターマイナスのパワーサプライと接続

5 Output Level 
Indicator

信号レベルが健全であることを表示します

6 48V Indicator ファンタム電源がONの際に点灯します

7 9V Indicator ユニットが給電されている際に点灯します

8 Gain 12-60dBの範囲でマイクシグナルへのゲインを調整します

9 PAD 入力されたマイク信号への20dBのアッテーネートを有効にします

10 Ground (GND) XLR入力の1ピンをグラウンドから切り離し、グラウンドループによるハムノイ
ズを軽減します

11 Polarity (Ø) 信号の位相(極性)を反転させます

12 +48V Switch +48Vファンタム電源を有効にします

Why a Preamp? マイクから出力される信号は極めて小さく、エフェクトペダルに直接つなぐことはできません。エフェクター

は大抵ギターやベース、その他楽器から出力されるより大きい信号レベルに合わせて設計されています。

マイクプリアンプはそんなマイク信号を適切なレベルまで増幅しつつ、適切にインピーダンスを変換した

り、(コンデンサーマイクへの+48Vファンタムなど)必要に応じて電源を供給したりするデバイスです。プリ

アンプが無いとマイク信号は小さいままでノイズにも弱く、エフェクターを効果的に使うのには適していま

せん。

MP-10ではこの信号変換を、余計な色付けを加えず、かつクリーンに行える設計が採用されています。こ

れによってあらゆるエフェクターを、あなたのお気に入りのマイクで使うことを可能にしているのです。

MP-10は、コンパクトでエフェクターボードに導入しやすいマイクプリアンプです。マイク録りにギターペダ

ルなどのエフェクトをかける、最もシンプルでクリアな手段としてデザインされています。信号を変換する煩

わしさを取り除くべく工夫を凝らした設計なので、あとはマイクとエフェクトを繋げて、これまではギターや

ベースだけのものだったエフェクトのクリエイティブな世界を楽しむだけです！

MP-10は一般的なエフェクター同様9Vで駆動しますが、ヘッドルームは最大限高く、ノイズフロアは限り

なく低く設計されています。リボンやダイナミック、コンデンサーなどあらゆるマイクを容易に扱うことが可

能な上に、マイクやペダルの最高のサウンドを引き出すクリーンでパワフルな信号を実現しました。さらに

極めてシンプルなコントロールと分かりやすい表示で、レベル調整に悩む時間を減らし、エフェクトペダル

を楽しむ時間を増やすことができます。

Product Overview

>> Typical use cases 
include

1. ライブステージで、ボーカルや
マイク録りの楽器をペダルボード
に通してプレイ。エフェクトのかか
った信号とクリーンな信号の両方
をPAに送ります。

2. レコーディングにて、アコース
ティック楽器や声をクリエイティブ
なエフェクトに通す。それと同時に
スタジオのクリーンなマイク信号も
キャプチャ。

3. エフェクターなしで、高品質な
スタンドアロン・マイクプリアンプと
して使用。
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ライブでエフェクターを使ってパフォーマンス 
PAへ向かうクリーンなシグナルは確保しつつ、あなただけのシグネイチャー・サウンドをステージで。

1.	 適切なセンターマイナス9Vパワーサプライで給電されていることを確認してください。

2.	 一般的な3ピンXLRケーブルでマイクとMP-10のマイク入力を接続しま。

3.	 マイクに48Vファンタム電源の供給が必要な場合は、48Vファンタム電源スイッチを押し込みます。

4.	 MP-10の出力をエフェクトペダルなどの入力に接続します。

5.	 （必要に応じて）MP-10のマイクスルーを、ミキサーのマイク入力に接続します。このチャンネルはク

リーンブレンドに使用できます。

6.	 演奏しながらゲインコントロールを上げて、大きな入力の際に出力レベルインジケーターが点滅する

程度にゲインを設定します。

A

ペダルエフェクトを通してレコーディング 
ドライのシグナルを確保しつつ、エフェクトをリアルタイムでかけて演奏。

1.	 適切なセンターマイナス9Vパワーサプライで給電されていることを確認してください。

2.	 一般的な3ピンXLRケーブルでマイクとMP-10のマイク入力を接続します。

3.	 マイクに48Vファンタム電源の供給が必要な場合は、48Vファンタム電源スイッチを押し込みます。

4.	 MP-10の出力をエフェクトペダルなどの入力に接続します。

5.	 エフェクトチェインの出力をインターフェイスに接続します。Hi-Z楽器入力やDI、マイクプリアンプを使

用して下さい。

6.	 MP-10のマイクスルー端子とオーディオインターフェースの別の入力を接続します。

7.	 演奏しながらゲインコントロールを上げて、大きな入力の際に出力レベルインジケーターが点滅する

程度にゲインを設定します。

Set-Up Guide

MicThru

Audio
Interface

IN 2

IN 1

Pedals

MP-10

MicThru

Mixing Desk

Pedals

MP-10

DI

A

B

>> Tip

エフェクトのかかったシグナルとクリーンシグナルの両方を録ることで、DAW上でのDRY/WETミックスが可能に。
後でドライな音か、エフェクトのかかった音にするかを選択することもできます。

>>Tip

エフェクトペダルからの出力をPAやミキサーに送りたい場合は、Franklin Audio DI-10などのDIボックスを使用
して下さい。
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Troubleshooting
Power 9VDCセンターマイナス、2.1mm

Input バランスXLRマイクレベル入力

Output アンバランス6.35mm(¼")TSジャック

Thru バランスXLRマイクレベル出力

Gain 12 - 60dB (PAD有効時-8dB - 40dB)

Input impedance 1kΩ

Output impedance 510Ω

SNR < 96dB

THD at 0dBu -0.001%

Frequency Response 20Hz - 30kHz +/-0.3dB

Specs

>> Note

ノイズの原因がシグナルチェイン内のRA-20以外の場所にある場合、グラウンド(GND)スイッチでハムノイズや
バズノイズを取り除けるとは限りません。ハムノイズが消えない場合の原因としては、近くの電源からの干渉、ケ
ーブルの故障や誤った使用、RA-20以外の機器も電気的故障などが考えられます。

Problem Try This

ハム/バズノイズ グラウンド(GND)スイッチを有効にしてください。

エフェクトを通した音声と元の音源を合わせる

とスカスカになる

ポラリティ(Ø)スイッチで位相を反転してみてくだ

さい。

シグナルが歪んでいる/クリップしている 1.ペダルチェイン内で歪んでいる可能性がありま

す。MP-10のゲインを下げてください。

2.DAWでクリッピングしている可能性があります。

オーディオインターフェースの入力レベルを下げ

るか、エフェクトの出力レベルを下げてください。

ゲインを下げ切っても音が大きい PADスイッチを有効にしてください。

音が出ない 1.9Vセンターマイナスの電源が正しく供給されて

いるかを確認してください。

2.マイクがファンタム電源を必要とする場合、フ

ァンタム電源が有効になっていることを確認して

ください。
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